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※１「ベースロード電源」… 発電コストが低く、昼夜を問わず安定的に稼働できる電源。エネルギー基本計画では、地熱、一般水力（流れ込み式）、原子力、石炭がベースロー
ド電源とされた。

※２「スマートコミュニティ」… 一定規模のコミュニティの中で、再生可能エネルギー等の分散型エネルギーを用いつつ、ＩＴ技術等を活用してエネルギー需給を総合的に管
理し、エネルギーの利活用を最適化する社会システム。

用語解説

知
事
の
政
治
姿
勢

問
　
知
事
は
、
10
年
間
余
り
国

会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

こ
の
度
、
草
の
根
自
治
を
守
る

と
い
う
考
え
方
で
選
挙
に
挑
ま

れ
ま
し
た
。

　
県
政
を
担
う
に
際
し
て
認
識

を
新
た
に
さ
れ
た
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
前
知
事
の
2

期
8
年
間
の
県
政
を
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
今

後
4
年
間
で
ど
の
よ
う
な
滋
賀

を
目
指
し
て
い
か
れ
る
の
か
、

伺
い
ま
す
。

答
　
前
知
事
は
、
県
の
将
来
に

向
け
て
大
切
な
「
種
」
を
埋

め
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、「
芽
出

し
」
の
施
策
を
推
進
さ
れ
た
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
4
年
間
の
目
標
に
つ
い

て
は
、
政
策
提
案
集
で
3
つ
の

理
念
と
7
つ
の
分
野
で
滋
賀
の

豊
か
さ
を
高
め
る
た
め
の
政
策

を
示
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
県
政
の
総
合
的
な
指

針
と
な
る
新
た
な
基
本
構
想
を

策
定
し
、
今
後
4
年
間
で
ど
の
よ

う
な
滋
賀
を
目
指
す
の
か
、
し
っ

か
り
と
位
置
付
け
て
い
き
ま
す
。

問
　
国
と
県
、
県
と
市
町
の
関

係
は
、
対
等
、
協
力
が
基
本

と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
と

い
う
目
的
に
合
致
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
住
民
に
一
番
身
近
な
基
礎
自

治
体
で
あ
る
市
町
と
の
関
係
は

強
固
な
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
同
時
に
国
の
力
を
必
要

と
す
る
事
業
も
多
く
あ
り
、
国

と
の
関
係
も
大
事
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
お
よ
び
市
町
と
の
向
き
合

い
方
に
つ
い
て
の
知
事
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
　
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
、
予
算
や
法

制
度
面
を
含
め
て
、
様
々
な
国

の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
一

層
の
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
県
の
課
題
や
立
場
を
伝
え
る

べ
き
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と
伝

え
、
県
が
進
め
る
施
策
に
対
し

て
、
国
の
理
解
、
協
力
が
い
た

だ
け
る
よ
う
、
連
携
の
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
県
政
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
、
市
町
と
の
連
携
が
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
声
を
一
番
身
近
に
聞

く
こ
と
が
で
き
る
市
町
と
丁
寧

な
対
話
を
重
ね
、
共
感
と
協
働

の
も
と
、
県
民
が
主
役
と
な
る

県
政
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
　
県
民
が
負
託
し
た
知
事
に

対
し
て
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、
そ
の

職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
知
事
は
、
今
後
、
県
議
会
に

お
い
て
各
会
派
と
の
関
係
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

答
　
議
員
と
知
事
は
、
互
い
に
連

携
、
協
力
し
て
、
県
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
十
分
な
対
話
を

通
し
て
、
議
論
を
深
め
、
必
要
な

調
整
を
行
っ
た
上
で
、
様
々
な
意
見

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
県
民
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
結
論
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に

謙
虚
さ
を
も
っ
て
、
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
物
事
を
進
め
て
い
く
う
え

で
大
事
な
も
の
は
人
で
あ

り
、
そ
の
人
の
集
合
体
が
組
織

で
す
。
こ
の
組
織
が
正
常
に
機

能
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
物
事

は
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。

　
知
事
は
、
県
政
を
前
に
進
め

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
や
り
方
や
体
制
で
は
、

前
へ
は
進
め
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
組
織
の
在
り
方
や
現
状
の
体

制
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
か
れ
る

の
か
、
伺
い
ま
す
。

答
　
組
織
体
制
は
、
簡
素
で
効

率
的
で
あ
る
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
本
県
の
行
政
課
題
に
対

応
す
る
た
め
の
最
適
な
組
織
体

制
の
整
備
に
向
け
、
柔
軟
に
ま

た
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
私
は
職
員
を
仲
間
、

同
志
だ
と
位
置
付
け
て
、
お
互

い
教
え
合
い
、
高
め
合
う
こ
と

に
よ
り
、
県
庁
力
を
高
め
、
県

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

卒
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
　
本
年
4
月
、
原
発
を
重
要

な
ベ※

１
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
位

置
付
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移

行
に
は
時
間
が
か
か
り
、
当
面

は
化
石
燃
料
の
輸
入
増
が
続
く

だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
へ
の
行
程
に

は
、
大
き
な
困
難
と
代
償
が
存

在
し
ま
す
が
、
知
事
の
卒
原
発

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
　
卒
原
発
の
立
場
か
ら
、
で

き
る
だ
け
早
く
原
発
に
依

存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

作
る
べ
く
、
多
く
の
困
難
と
代

償
が
存
在
し
て
も
、
し
っ
か
り

と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
県
と
し
て
は
、
供
給
側
の
取

組
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
を
図
り
、
地

域
主
導
に
よ
る
地
産
地
消
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
需
要
側
の
取
組
と
し

て
、
省
エ
ネ
行
動
の
推
進
や
、

省
エ
ネ
製
品
の
普
及
に
さ
ら
に

取
り
組
み
、
ス※

２

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
始
め
と
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
効
率
的
に
賢
く
使
う
仕

組
み
の
導
入
も
推
進
し
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

子
育
て
・
医
療
福
祉
施
策

問
　
各
報
道
機
関
の
調
査
に
よ

る
と
、
県
民
の
関
心
や
期
待

が
高
い
分
野
の
一
つ
は
「
医
療

と
福
祉
の
充
実
」
で
し
た
。
本

県
で
も
「
住
み
心
地
日
本
一
の

滋
賀
」
を
目
標
に
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
県
民
の
高
い
関
心
と
大
き
な

期
待
に
応
え
る
べ
く
、
す
べ
て

の
県
民
が
ど
の
地
域
に
あ
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

社
会
の
実
現
に
向
け
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
そ

の
基
本
的
な
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

答
　
第
一
に
、
滋
賀
の
健
康
医

療
福
祉
を
支
え
る
「
人
づ
く

り
」
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
か
か

り
つ
け
医
」
や
「
訪
問
看
護
師
」、

保
育
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
第
二
に
、
地
域
に
お
け
る
医

療
福
祉
の
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
と
、
子
育
て
支
援
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

在
宅
療
養
を
支
援
す
る
医
療
福

祉
の
多
職
種
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
、
待
機
児
童
を

解
消
す
る
た
め
の
保
育
所
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
拡
充
、

児
童
虐
待
に
対
応
す
る
た
め
の

児
童
相
談
所
の
機
能
強
化
に
、

市
町
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

国
民
体
育
大
会

問
　
国
体
主
会
場
で
あ
る
彦
根

総
合
運
動
場
の
整
備
に
は
、

現
段
階
の
試
算
で
は
1
8
2
億

円
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
本
県

に
と
っ
て
は
大
変
大
き
な
投
資

と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
県
内
の
体
育
施
設
は
、

そ
の
多
く
が
昭
和
56
年
の
び
わ

こ
国
体
の
際
に
整
備
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設

が
建
て
替
え
や
修
繕
の
必
要
が

７
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

７
月
定
例
会
議
に
お
け
る

７
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

質
疑
・
質
問
か
ら

　滋賀県議会は、7月定例会議を7月25日から8月12日までの19日間の日程
で開きました。
　7月定例会議では、知事提出議案14件と議員提出議案7件が上程されまし
た。これらを審議した結果、意見書案2件を除き、いずれも原案のとおり可決
または同意しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審

査および調査を行いました。
●三日月新知事が所信を表明
　７月25日の初日には、三日月大造新知事の初めての登壇があり、その所信
が表明されました。
　所信表明では、「「人の力」を活かし、「いのち」を守り、「草の根自治の滋賀」
を発展させよう」、「びわ湖や自然と共に生き、全ての人に居場所と出番がある
「共生社会滋賀」をつくろう」、「「滋賀の力」を伸ばし、活かし、力強く持続的
な「経済と雇用の滋賀」をつくろう」という3つの理念に基づく政策を、市町
や関係者と連携しながら進める旨が述べられました。

7 月 定 例 会 議 の概 要
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滋賀県議会だより

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577　大津市京町4－1－1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

この広報紙は502,500部作成し、県内に新聞折込で配布しています。経費（印刷、折込、職員の人件費）は1部当たり約6円です。
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県立彦根総合運動場陸上競技場

県立野洲養護学校

議 会 か ら の お 知 ら せ
●議会運営委員会委員の変更
　６月２日付けで議会運営委員会委員の変更がありました。
　　（新規）　目片　信悟委員
●県議会議員補欠選挙の結果
　７月４日に告示され、同月13日に執行された県議会議員補欠選挙で、竹村健議員（栗
東市選挙区）、生田邦夫議員（湖南市選挙区）がそれぞれ当選しました。
●常任委員会委員、特別委員会委員の変更
　補欠選挙等に伴い、常任委員会の構成が、以下のとおり変更されました。

常任委員会の構成 委員長 副委員長 委　員

総務・企業常任委員会
（委員数10名） 川島　隆二 吉田　清一

竹村　　健、大野和三郎、
目片　信悟、山本　　正、
西村　久子、大井　　豊、
中沢　啓子、沢田　享子

政策・土木交通常任委員会
（委員数9名） 野田　藤雄 青木　甚浩

山本　進一、清水　鉄次、
成田　政隆、今江　政彦、
髙木　健三、辻村　　克、
蔦田　恵子

環境・農水常任委員会
（委員数9名） 山田　　実 大橋　通伸

岩佐　弘明、駒井　千代、
木沢　成人、粉川　清美、
富田　博明、家森　茂樹、
石田　祐介

厚生・産業常任委員会
（委員数10名） 江畑弥八郎 梅村　　正

冨波　義明、 野太佳司、
細江　正人、小寺　裕雄、
佐野　高典、赤堀　義次、
西川　勝彦、谷　　康彦

文教・警察常任委員会
（委員数9名） 生田　邦夫 柴田智恵美

佐藤　健司、有村　國俊、
井阪　尚司、九里　　学、
奥村　芳正、宇賀　　武、
山田　和廣

　また、特別委員会では、竹村健議員が防災・エネルギー対策特別委員会に、生田邦夫
議員が広域行政対策特別委員会にそれぞれ所属することとされました。

6 月臨時会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　名 結　果
（議員提出）
会第７号 滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案 可　決

（知事提出）
議第109号～
議第115号

滋賀県職員の配偶者同行休業に関する条例案 
ほか６件 可　決

議第116号～
議第122号

滋賀県看護職員修学資金貸与金に係る返還金お
よび延滞利子の請求訴訟の提起につき議決を求
めることについて　ほか６件

可　決

議第123号 滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求め
ることについて 同　意

諮第１号 退職手当支給制限処分に係る異議申立ての諮問
について

適当と
認める

7 月定例会議で審議した意見書
議案番号 件　　　　　名 結　果

意見書第９号 集団的自衛権の行使を容認する憲法解釈の変更
を行わないよう求める意見書案 否　決

意見書第10号 集団的自衛権の行使容認に反対する意見書案 否　決

意見書第11号 登記の事務および権限等の地方への移譲に反対
する意見書案 可　決

意見書第12号 地域包括ケアシステム構築のため地域の実情に
応じた支援を求める意見書案 可　決

意見書第13号 手話言語法の制定を求める意見書案 可　決

意見書第14号 中小企業における事業環境の改善を求める意見
書案 可　決

意見書第15号
関西広域連合ドクターヘリ（京滋ヘリ）運航業
務の委託業者の選定について慎重な対応を求め
る意見書案

可　決

7 月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　名 結　果
（知事提出）
議第124号～
議第125号

契約の締結につき議決を求めることについて（三
明川河川改修事業国道８号交差部工事） ほか１件 可　決

議第126号～
議第137号

滋賀県人事委員会委員の選任につき同意を求め
ることについて　ほか11件 同　意

7 月定例会議で採択した請願
●手話言語法制定を求める意見書の提出を求めることについて
●登記の事務・権限等の地方への移譲反対について

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
国
体
を
契
機
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
と
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
対

す
る
知
事
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
　
国
体
の
開
催
に
当
た
っ
て

は
、
県
や
市
町
の
財
政
事
情

を
見
極
め
な
が
ら
、
大
会
運
営

の
簡
素
・
効
率
化
を
徹
底
し
、

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
国
体

開
催
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
滋
賀
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
や
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
必
要
な
施
設
の
整
備
な

ど
、
将
来
の
滋
賀
の
財
産
と
な

る
投
資
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
老
朽
化
が
進
む

県
立
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い

て
、
競
技
会
場
と
し
て
の
活
用

は
も
と
よ
り
、
将
来
に
向
け
た

持
続
的
な
維
持
が
可
能
か
ど
う

か
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
施

設
整
備
の
要
否
を
判
断
し
ま
す
。

教
育

問
　
知
事
は
、
政
策
提
案
集
の

中
で
、「
特
別
支
援
学
校
（
養

護
学
校
）
の
環
境
改
善
の
た
め

の
検
討
を
進
め
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
大
規
模
化
し
て
い
る
県
立
養

護
学
校
の
現
状
に
対
し
、
教
育

委
員
会
で
は
適
宜
対
応
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
児
童
生
徒
の
教

育
環
境
や
防
災
対
策
な
ど
の
危

機
管
理
の
強
化
、
周
辺
地
域
と

の
関
係
な
ど
、
多
面
的
な
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
深
刻
な
課
題
解
決

に
向
け
て
の
、
知
事
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答
　
特
別
支
援
学
校
や
、
さ
ら

に
は
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
な
ど
で
様
々
に
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
を
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
課
題
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
先
生
方
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、

状
況
を
さ
ら
に
深
く
把
握
し
、

そ
の
上
で
適
切
に
か
つ
迅
速
に

判
断
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
現
場
に
視
点
を

置
き
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
と

と
も
に
、
教
育
環
境
の
改
善
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

会 派 別 議 員 数
（平成26年７月15日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団…… 21人
民主党・県民ネットワーク……… 12人
対話の会・しがねっと……………  5人
自民党　颯新の会…………………  5人
公明党………………………………  2人
みんなの党滋賀……………………  1人
無所属………………………………  1人
定数47人 …………………… 現員47人

傍聴の御案内

　本会議や委員会はいつで
も傍聴することができま
す。ただし、傍聴席には限
りがありますので、団体で
傍聴される場合は、あらか
じめ御連絡ください。また、
身体障害者補助犬の同伴や
車椅子での傍聴について
は、お問い合わせください。

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　議会ホームページでは、本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会
議録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、インターネット中継では、本会議の開始から終了までの模様をライブと録画で
そのまま中継しています。
▶滋賀県議会ホームページ　http://www.shigaken-gikai.jp/
　議会の開催情報は、Twitter（ツイッター）でも発信しています。
▶滋賀県議会ツイッター　（アカウント名　@shigakengikai）
●テレビ放送の御案内
　９月７日（日）および９月14日（日）の午後６時半から、県議会広報番組「委員会活
動リポート」をびわ湖放送で放送します。番組では、９月７日は常任委員会の、９月14
日は特別委員会の、それぞれ委員の紹介、委員会の審査や県内調査の模様、委員長のイ
ンタビューなどをお届けします。
　また、定例会議の代表質問と一般質問、最終日の模様をお届けする「県議会ダイジェ
スト」を次のとおりびわ湖放送で放送します。どうぞ御覧ください。
　＜９月定例会議の放送予定＞
　　９月22日（月） 代表質問　９月26日（金） 一般質問　９月29日（月） 一般質問
　　９月30日（火） 一般質問　10月１日（水） 一般質問　10月10日（金） 最終日
 各日の夜10時から放送予定です。


